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令和３年６月（第９回）光市教育委員会会議の要旨 

 

 

１ 開催日時 

令和３年６月２９日（火） 午後２時００分～午後４時３０分 

２ 場 所 

教育委員会事務局 １階ホール 

３ 出席者 

 伊藤教育長、河村委員、平岡委員、武田委員 

４ 事務局 

 芳岡教育部長、原田学校教育課長、塩田学校教育課主幹、国広文化・社会教育課長兼人

権教育課長、村﨑体育課長、前田図書館長、清水学校給食センター所長、升教育総務課長、

久岡教育総務課経理係長、清水教育総務課管理係長、加藤学校教育課指導係長、宮本学校

教育課学務係長、西文化・社会教育課社会教育係長、植木文化・社会教育課文化振興係長、

小田人権教育課人権教育係長、櫻井体育課体育係長、林図書館業務係長、坂野学校給食セ

ンター業務係長 

 

５ 教育長報告 

（１）束荷コミュニティセンターの開所について 

（２）「オンライン・ビブリオトーク 私のイチオシ角田光代作品」の開催について 

（３）新型コロナワクチンの接種について 

（４）刊行書の贈呈について 

 

６ 議 事 

（１）議案及び報告 

ア 議案第１４号 光市教育振興基本計画策定懇話会委員の委嘱について 

（ア）概 要 

    光市教育振興基本計画策定懇話会委員を委嘱するため、本案を提出。 

（イ）内 容 

    光市教育振興基本計画策定懇話会設置要綱に基づき懇話会の委員を委嘱しようと

することについて、事務局より説明。 

（ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

 

イ 議案第１５号 第４次光市子どもの読書活動推進計画策定懇話会委員の委嘱につ

いて 

（ア）概 要 

    第４次光市子どもの読書活動推進計画策定懇話会委員を委嘱するため、本案を提
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出。 

（イ）内 容 

    第４次光市子どもの読書活動推進計画策定懇話会設置要綱に基づき委員を委嘱し

ようとすることについて、事務局より説明。 

  （ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

 

ウ 報告第３２号 光市青少年補導委員の委嘱について 

  （ア）概 要 

    報告第３２号 光市青少年補導委員の委嘱について、事務局より報告。 

  （イ）内 容 

    概要のとおり。 

  （ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

 

  エ 報告第３３号 光市人権教育推進協議会委員の委嘱について 

（ア）概 要 

    光市人権教育推進協議会委員の委嘱について、事務局より説明。 

  （イ）内 容 

    本年度の委員のうち１名が退任したため、後任の委員を委嘱したことを報告する

もの。 

  （ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

 

  オ 報告第３４号 光市学校児童生徒等就学援助規則の一部改正について 

（ア）概 要 

    光市学校児童生徒等就学援助規則の一部改正について、事務局より説明。 

  （イ）内 容 

    国において「修学旅行費」の令和３年度補助単価が改正されたことに伴い、本市

の補助単価を改正したことを報告するもの。 

  （ウ）議 決 

    全員一承認される。 

 

 

  カ 報告第３５号 令和３年第２回光市議会定例会一般質問要旨について 

（ア）概 要 
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    令和３年第２回光市議会定例会一般質問要旨について、教育長より報告。 

  （イ）内 容 

    概要のとおり。 

  （ウ）主な意見等 

    ① 意 見 

タブレット端末の導入や小中一貫など、とても分かりやすく答弁されている

と感じた。保護者や市民にもっと発信していくとよいと思うが、現状ではどう

なっているか。 

    ② 回 答 

      タブレットに関しては、様々な取組みをＨＥＡＴという組織から先生方に向

けて発信しているが、学校から保護者への発信は、まだ一律には行っていない。

今後、学校や教育委員会から、しっかりと伝えていきたい。 

    ③ 回 答 

      教育開発研究所からリーフレットを年に３回程度作成しているが、教育委員

会から直接ということであれば、そのくらいかと思う。 

    ④ 意 見 

      何かの方法で発信できるように考えていただきたい。 

    ⑤ 意 見 

      複式学級と少人数の学校生活の現状と課題と小中一貫ひかり学園についての

質問があったが、それぞれのメリットやデメリットを詳しく説明されている。

すぐにひかり学園を作るわけにはいかないが、小学校単位に限らず、中学校単

位にも広げてやっていただきたい。 

    ⑥ 回 答  

      少人数の学校から１つの中学校に進級する大和地域と島田地域では、小・小

あるいは小・中の連携を進めており、先日も、大和地域の子どもたちが集まっ

ての活動を行ったところ。教育委員会としても、こうした取組をしっかりと支

えていきたい。 

    ⑦ 意 見 

      大和地域は島田地域よりちょっと進んでいるようです。そのあたりをもっと

具体的にお話しいただけると、様々な方に理解が得られるのではないかと思う。 

  

   

  （エ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

 

  キ 報告第３６号 区域外就学の承認について 

  （ア）概 要 

    区域外就学の承認について、事務局より説明。 
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  （イ）内 容 

    区域外就学の協議及び申請のあった１件を承認したことについて報告するもの。 

  （ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 


